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１２月１日は「デジタル放送の日」～アナログ終了６００日前～

～2011年７月２４日にアナログテレビ放送は終了～

～１日デジサポセンター長 各県知事等を表敬訪問～

１２月１日は、全国の都道府県で地上デジタル放送が開始された日であり、それを記念して「デジタル放送の

日」としています。

当日は、地上デジタル放送をアピールしようと、各放送局の地デジ大使を１日デジサポセンター長として任命

し、各県知事等に県内の地デジの置局状況、デジサポの活動状況や現在のデジタル対応テレビの普及度調査結果

の報告等を行いました。

また、アナログ放送終了まで、ちょうど６００日前ということもあり、より一層の地上デジタル放送への推進

に対する協力をお願いしました。

なお、一部の県では、県庁内に相談コーナーを設置し、来庁者の地デジに関する相談を受け付けました。

【お問合せ先】デジタル放送受信者支援室 TEL096-326-7807

【福岡県】副知事との記念撮影 【佐賀県】県知事への挨拶風景 【長崎県】県知事への説明風景

【長崎県】1日センター長による
説明会参加チラシ配布

【熊本県】県知事との記念撮影 【大分県】県知事との記念撮影

【大分県】1日センター長による
受信相談

【宮崎県】県知事への説明風景（11/27） 【宮崎県】県知事との記念撮影



開催日 平成２１年１１月６日～１１月７日
会 場 宮崎県都城市総合文化ホール（みやざきテクノフェア会場）
イベント内容

●地デジ受信相談 ●地デジクイズ
●ふれあいステージ

・テツ＆トモと地デジ推進大使による地デジＰＲ
イベント総入場者数 １７，０００人

開催日 平成２１年１０月３０日
～１１月 ３日

会 場 佐賀県佐賀市嘉瀬川
河川敷特設会場

イベント内容
●地デジ受信相談会
●イベントステージ

・キャラクター紹介
地デジカ
どーもくん（ＮＨＫ）
ミランバくん（ＳＴＳ）

・「地デジ」クイズ
・テツ＆トモ ステージ など

●地デジＰＲ
・本部エリア内に設置した大型ディスプレイに地デジ普及啓発のＶＴＲを毎日放送

イベント総入場者数 ８６４，０００人

～2011年７月２４日にアナログテレビ放送は終了～

日本全国 ”地デジで元気！” キャンペーン
～九州４カ所で開催されたイベントに参加～

2011年地上放送の完全デジタル化に向けて、景気低迷で沈みがちな地域に“元気”を出前し、地上デジタル

放送の魅力で日本全体を活気づける「日本全国“地デジで元気！”」を九州４カ所で開催いたしました。

本イベントでは、地デジＰＲユニットや地デジ推進大使、さらに地デジカなどによるステージイベント等で地

上デジタル放送の準備を呼びかけるとともに、デジタル化の必要性とメリットを「わかりやすく」「楽しく」訴

え、地上デジタル放送の魅力を発信しました。

また、併せてデジサポによる「地デジ説明会・相談会」も実施し、多くの相談等が寄せられました。

日本全国 ”地デジで元気！” ｉｎ佐賀インターナショナルバルーンフェスタ

大勢の参加者に地デジのＰＲ 地デジカの人気は絶好調

日本全国 ”地デジで元気！” ｉｎ都城（みやざきテクノフェア）

ふれあいステージの風景

日本全国 ”地デジで元気！” ｉｎ長崎（ながさき実り・恵みの感謝祭２００９）

開催日 平成２１年１１月１４日～１１月１５日
会 場 長崎県長崎水辺の森公園（ながさき実り・恵みの感謝祭２００９会場）
イベント内容

●地デジ受信相談
●地デジＰＲ

・５０インチデジタルテレビの設置や地デジ説明用パネル設置
・地デジカ等との記念撮影会 など

イベント総入場者数 ８５，０００人 多くの受信相談者に対応

日本全国 ”地デジで元気！” ｉｎかごしまＩＴフェスタ２００９

開催日 平成２１年１１月２７日～１１月２９日
会 場 鹿児島県鹿児島アリーナ（かごしまＩＴフェスタ２００９会場）
イベント内容

●地デジ受信説明・相談会
●ステージイベント

・テツ＆トモと地デジ推進大使による地デジＰＲ
イベント総入場者数 １４，５００人

テツ＆トモも参加者に地デジ移行をＰＲ



総務省テレビ受信者支援センター（デジサ

ポ）では、地デジ化対応済みの集合住宅に貼

付する「地デジカ・ステッカー」を作成しま

した。

「地デジカ・ステッカー」は、集合住宅に

おいてインターネット対応済み表示などと同

様に、地デジ化対応済みであることを明示す

るものです。

このステッカーの貼付により、地デジ化対

応済みの集合住宅であることを明確にするこ

とで、地デジ化の機運を高め、集合住宅にお

ける地デジ化対応の促進を目指しています。

「地デジカ・ステッカー」は無料で提供い

たしますので、地デジ化対応済みの施設所有

者や物件の管理会社で「地デジカ・ステッカ

ー」を希望される方は、デジサポに申請書を

提出してください。

詳細は、次のデジサポホームページへ

【お問合せ先】情報通信部情報通信連携推進課 TEL096-326-7314

【お問合せ先】デジタル放送受信者支援室 TEL096-326-7807

「九州・国際テクノフェア基調講演会」を開催地デジカ・ステッカー
～集合住宅へ無料で提供～

総務省 九州総合通信局「Ｐａｌｅｔｔｅ」編集委員会
〒860-8795 熊本市二の丸１番４号 TEL 096-326-7810 FAX 096-356-3523  URL http://www.soumu.go.jp/soutsu/kyushu/

http://www.digisuppo.jp/sticker/index.html

九州総合通信局は、１１月

１１日、北九州市において開

催された「九州・国際テクノ

フェア２００９」において基

調講演会を開催し、総務省情

報通信国際戦略局技術政策課

研究推進室の山口修治課長補

佐が「ユビキタスネット社会

に向けたＩＣＴ技術の現状と

動向」と題して講演を行いま

した。

講演会のなかで山口課長補

佐は、「ＩＣＴ産業の市場規模は全産業の名目国内生産額合計の約１０％

を占めており、経済成長の牽引役となっている。また、我が国のＩＣＴ基

盤は、料金や通信速度などをみると世界で最高水準となっているが、その

利活用としては諸外国に遅れをとっている。今後は、ＩＣＴの利活用につ

いて推進していくことが必要である。」と述べられました。さらに、ＩＣ

Ｔ技術による国際競争力

の強化や社会・経済のニ

ーズへの対応を目指す総

務省の研究開発への取組

として、オール光通信技

術や３次元映像技術など

を紹介されました。

講演会には約１２０名

の参加があり、聴講者は

メモをとるなど熱心に講

演を聞いていました。

【開会式に行われたテープカットの模様】

【基調講演を行う山口課長補佐】

地上デジタル放送に関する浸透度調査の結果（平成２１年９月）

今回の調査結果で九州地区は、地上アナログテレビ放送が終了することについての認知度は、９８．０％（全国平均９８．

０％）、その具体的な終了時期の認知度は、８９．８％（全国平均８９．６％）となっているほか、地上デジタルテレビ放送

対応受信機の世帯普及率は６６．３％（全国平均６９．５％）となっています。

総務省では、引き続き、地上デジタルテレビ放送の具体的な受信方法、デジタル化の意義も含め、きめ細かな情報提供活動

に取り組んで参ります。

九州各県の地上デジタル放送対応受信機の世帯普及率の推移 地上デジタル放送を視聴可能世帯の満足度（全国）

・満足層の理由として 約９３％ が「画質の良さ」を挙げている（複数回答）
・また、不満層の理由として 約４４％ が「リモコン操作が複雑」を挙げている
（複数回答）

http://www.soumu.go.jp/soutsu/kyushu/press/091110-1-1.html
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